
午後の部 (伝送交換)平 成 ２ １ 年 度 第 ２ 回
専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項

１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１５時４０分「電気通信システム」のみ １ 科 目

１６時００分「専門的能力」のみ １ 科 目

１７時２０分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

伝 送 伝１～伝13８ ８ ８ ８ ８

無 線 伝14～伝28８ ８ ８ ８ ８

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換 伝29～伝42８ ８ ８ ８ ８

デ ー タ 通 信 伝43～伝56８ ８ ８ ８ ８

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝57～伝72

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝73～伝76

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した伝送交換主任技術者 『伝 送 交 換』

(5) ､ のうち、あなたが を○で囲んでく専門的能力欄は 『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』 受験申請した専門的能力

ださい。

試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。(6)

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 通信電力

問１ 高調波電流などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、高調波電流の発生要因と抑制方法について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

三相全波整流器を用いたスイッチング整流装置の入力電流はパルス状となり、この入力電流

には高調波成分が含まれる。三相全波整流器の内部で、基本波の (ア) の倍数の次数の高

調波成分は打ち消しあうが、それ以外の高調波成分は打ち消されないため、電力系統の電圧波

形をひずませ、進相 (イ) や直列 (ウ) などの過熱・焼損、制御機器や電子機器の誤

動作などの障害を発生させる場合がある。

この高調波電流の抑制装置としては、 (イ) と (ウ) の組合せにより高調波成分を

選択的に抑制するパッシブフィルタ及び高調波電流と (エ) の電流を流し込むことにより

各次数の高調波電流を一括して抑制するアクティブフィルタがある。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① ２ ② ３ ③ ５ ④ ７

⑤ 抵 抗 ⑥ 同位相 ⑦ リアクトル ⑧ 電力ヒューズ

⑨ 同周波数 ⑩ ダイオード ⑪ 逆位相 ⑫ スイッチング素子

⑬ コンデンサ ⑭ トランス ⑮ 遮断器 ⑯ 同パルス数
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクティブフィルタの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

＜ ＞(オ)の解答群

① アクティブフィルタは、第２次から第２５次程度までの高調波を１台の装置で抑制

することができる。

② アクティブフィルタは、無効電力を補償することによって皮相電力を低減し、結果

的に、力率を改善することができる。

③ アクティブフィルタは、無効電力を補償することによって皮相電力を低減し、結果

的に、電圧変動の抑制に効果がある。

④ アクティブフィルタは、高調波電流が大きい場合には、当該アクティブフィルタが

過負荷となるため、運転管理には特に注意する必要がある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクティブフィルタの動作について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 並列形アクティブフィルタは、負荷の高調波電流を検出し、系統の高調波電流を打ち消す

ように補償電流を流入させる動作をする。

Ｂ 直列形アクティブフィルタは、負荷の高調波電流を検出し、これを等価な電圧に変換して、

系統の高調波電流を打ち消すように補償電圧を重畳して加える動作をする。

Ｃ 直列形アクティブフィルタは、電流源として動作するため、高調波発生源を電流源と考え

ることができる場合での使用に適している。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

コンデンサインプット形スイッチング電源装置のアクティブフィルタの特徴について述べた

次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ スイッチングレギュレータとしてのコンバータ回路と、アクティブフィルタとしてのコン

バータ回路を組み合わせた回路形式を２コンバータ方式という。

Ｂ アクティブフィルタ回路を付加した２コンバータ方式には、コンデンサインプット形コン

バータ回路の入力側に非絶縁形のチョッパ回路を付加する回路構成のものがある。

Ｃ アクティブフィルタの機能を内蔵する１コンバータ方式は、２コンバータ方式と比較して、

部品点数が少ないため、コスト低減が図れる、信頼度が向上する、変換効率が向上するなど

の長所を有する。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

半導体デバイスの保護について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) であ

る。

＜ ＞(ク)の解答群

① 半導体デバイスは、許容電圧と動作電圧との差が小さく、過電流耐量が小さい

ため、特に過電圧保護と過電流保護が重要であり、使用に当たっては、定格値、

特性、駆動条件、実際の電圧・電流値などを考慮する必要がある。

② 半導体デバイスは、接合部が温度上昇に対して最も弱いため、接合部の温度を

常に許容値以下に抑えるための管理が重要であり、特に周囲温度変化、冷却能力

低下などに起因する比較的緩やかな温度上昇にも注意する必要がある。

③ 半導体デバイスの過電流に対する速断ヒューズによる保護では、遮断時に発生

するアーク電圧が半導体デバイスの許容値を超えないように配慮する必要がある。

④ 半導体デバイスは、安全動作領域内で動作させる必要があり、ターンオフ時に

発生するサージ電圧を抑制するために、コンデンサと抵抗などで構成されるスナ

バ回路を半導体デバイスと直列に接続する。



伝60

問２ 交流電源装置に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、高周波リンク方式インバータについて述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

交流電源装置は、一般に、入出力間の (ア) を必要とするため、インバータの出力側に

変圧器が設置される。このとき、高周波インバータと高周波変圧器を組み合わせて実現する方

式は、高周波リンク方式といわれる。

この方式の代表的なものとして、高周波インバータの出力である高周波交流電圧を高周波変

圧器で (ア) し、整流器で直流電圧に変換した後、インバータで商用周波数の交流電圧に

変換する方式、高周波インバータでＰＷＭ制御された (イ) 電圧を作り、高周波変圧器で

(ア) した後、 (ウ) で、直接、商用周波数の交流電圧に変換する方式などがある。

この方式は、高周波インバータと高周波変圧器を組み合わせることにより小形・軽量化が図

られている。しかし、商用周波数の変圧器を組み合わせた方式と比較して、 (エ) が増加

するため、変換効率は低下する。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① 正弦波 ② 整 流 ③ のこぎり波 ④ ＤＣ－ＡＣコンバータ

⑤ 平 滑 ⑥ 矩形波 ⑦ 機器スペース ⑧ サイクロコンバータ
く

⑨ 尖頭波 ⑩ 三角波 ⑪ 電力変換段数 ⑫ シリコンドロッパ
せん

⑬ 絶 縁 ⑭ 端電池 ⑮ 昇圧チョッパ ⑯ ＡＣ－ＤＣコンバータ
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(２) 次の文章は、交流電源装置の給電方式について述べたものである。 内の(オ)、(カ)

に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 常時インバータ給電方式について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) ｡

Ａ 常時インバータ給電方式における独立運転方式は、交流電源装置１台のみ、あるいは複数

台を組み合わせて負荷に電力を供給する、バイパス回路のない単純な構成の方式である。

Ｂ 常時インバータ給電方式における商用同期方式は、常に商用電源と同期をとってインバー

タから給電する方式であり、商用電源が停電した場合及び予備のインバータが故障した場合

は、そのままインバータより給電する。また、予備台数以上のインバータが故障した場合は、

商用電源側に切り替えて、給電を継続する。

Ｃ 常時インバータ給電方式における商用同期方式では、商用電源と非同期中に出力回路をイ

ンバータ側から商用側に切り替えると、出力電圧位相が急変し、負荷内の変圧器やコンデン

サなどに過大な電流が流れたり、電圧が急激に変化したりすることがある。

＜ ＞(オ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 常時商用給電方式について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (カ) である。

＜ ＞(カ)の解答群

① 常時商用給電方式は、常時はモジュールインバータを通して商用電力を負荷へ給

電し、商用電源が停電・瞬断あるいは瞬時電圧低下した場合は、バイパス回路から

負荷へ給電する方式である。

② 常時商用給電方式におけるインバータ運転待機方式は、インバータと商用電源を

同期運転し、常に両者が負荷をある割合で分担し給電する方式である。片方が給電

できなくなった場合は、残る片方が全負荷を分担する。

③ 常時商用給電方式におけるインバータ停止待機方式は、平常時はインバータを停

止しておき、商用電源が停電した場合に、インバータの運転を開始しインバータか

らの給電に切り替える方式である。切替えに伴う一時的な停電時間を許容できる場

合に適用される。

④ 常時商用給電方式の並列供給方式は、平常時はインバータを無負荷運転し、商用

電源が停電した場合に、無瞬断でインバータからの給電に切り替える方式である。



伝62

(３) 次の文章は、冗長方式の交流無停電電源装置について述べたものである。 内の(キ)、

(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 交流無停電電源装置の並列冗長運転機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 並列運転されるモジュールインバータの容量が同一の場合には、負荷を均等に分担する機

能を有している。この場合、有効電力、無効電力ともに、均等に分担する。

Ｂ 並列運転されるモジュールインバータの出力相互間における電圧、周波数、位相などの不

一致によって発生する横流を抑制するための機能を有している。

Ｃ 並列冗長運転時に、１台のモジュールインバータが故障した場合、全体の出力に影響を与

える前に、その故障したモジュールインバータを速やかに選択遮断する機能を有している。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 冗長方式の交流無停電電源装置のシステム構成について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (ク) である。

＜ ＞(ク)の解答群

① 並列冗長方式には、複数台のモジュールインバータによる並列冗長運転のほか、商

用電源との同期運転により、商用電源を予備とする方式もあり、システム点検時など

に、無瞬断で商用電源に手動切替えが可能である。

② 並列冗長方式におけるモジュールインバータの並列運転台数は、理論上、６台が限

度である。

③ 共通予備方式には、複数組の常時供給系単一モジュールインバータの各バイパス回

路に、１台の予備系モジュールインバータの出力を共通に接続した構成の並列冗長方

式のものがある。

④ 並列冗長方式でのモジュールインバータの並列運転台数は、一般に、負荷容量から

算定される必要運転台数Ｎに２台の冗長性を持たせたＮ＋２台である。
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問３ 交流電源装置などに関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ブリッジインバータ回路の基本構成と動作原理について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(２点×４＝８点)

図に示すブリッジインバータ回路は、四つの電子スイッチが、 (ア) の組合せでそれぞ

れ対になって開閉動作をすることにより直流電源Ｅの直流電力を交流電力に変換して負荷Ｚに

供給することができる。負荷は、一般に、インダクタやコンデンサのリアクタンス成分を含ん

でおり、これらに一時的に蓄積される無効電力は、いずれ解放される性質を持っているため、

負荷に供給された電力の一部は、直流電力に再変換して直流電源に戻す必要がある。このため、

四つの電子スイッチにそれぞれ (イ) 接続されたダイオードが、負荷側の交流電力を整流

して直流電力に変換して直流電源に戻している。このダイオードは、 (ウ) ダイオードと

いわれる。ブリッジインバータ回路は、方式上の分類は、 (エ) インバータに属している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① Ｓ とＳ 、Ｓ とＳ ② カスケード ③ 直 列１ ２ ３ ４

④ Ｓ とＳ 、Ｓ とＳ ⑤ 逆バイアス ⑥ 逆並列１ ３ ２ ４

⑦ Ｓ とＳ 、Ｓ とＳ ⑧ 順バイアス ⑨ 回 生１ ４ ２ ３

⑩ 他励式負荷転流形 ⑪ 自励式電流形 ⑫ 帰 還

⑬ 他励式電源転流形 ⑭ 自励式電圧形 ⑮ 還 流

Ｚ

Ｅ

Ｓ１

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ１

Ｄ２

(凡例)

　Ｓ１～Ｓ４：電子スイッチ

　Ｄ１～Ｄ４：ダイオード

　Ｅ ：直流電源

　Ｚ ：負荷

 (Ｚの構成は一例)
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

インバータの基本回路構成について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) であ

る。

＜ ＞(オ)の解答群

① 回路自体あるいはスイッチング素子自体が転流能力を持つものを他励式インバー

タ、外部から転流に必要な電圧を得るものを自励式インバータという。

② 自励式インバータは、負荷側から見た直流電源のインピーダンスが大きい電圧形

インバータと、インピーダンスが小さい電流形インバータに分類される。

③ 電圧形インバータは、負荷と直流電圧源との間を半導体スイッチによって切り替

えて、負荷に矩形波の交流電圧を供給する。
く

④ 電流形インバータは、一般に、直流回路に平滑用コンデンサを持ち、負荷に正弦

波の交流電圧を供給する。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

プッシュプルインバータ回路の基本構成、特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ プッシュプルインバータ回路は、センタタップ付きのトランスを用い、トランスの二つ

の一次巻線に接続したスイッチング素子を交互に開閉することにより、トランスの二次巻

線に交流電圧を誘起させている。

Ｂ プッシュプルインバータ回路は、電源装置と負荷装置のＬ、Ｃで直列共振回路を構成し、

その共振周波数とスイッチング素子の開閉の周波数を一致させることにより、ほぼ正弦波

に近い交流電圧を得ている。

Ｃ プッシュプルインバータ回路では、交互に開閉する二つのスイッチング素子に、直流入

力電圧の２倍程度の高電圧が加わる。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＧＢＴ及びその応用回路の特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ ＩＧＢＴは、ＭＯＳＦＥＴの大電力特性と、バイポーラトランジスタの高速スイッチング

特性及び電圧駆動特性を兼ね備えたパワーデバイスである。

Ｂ ＩＧＢＴは、ＧＴＯと比較すると、駆動インピーダンスが小さく低損失であり、高速駆動

が可能である。

Ｃ ＩＧＢＴインバータは、サイリスタインバータと比較すると、スイッチング周波数を数

kＨz 以上の高周波まで高めることができ、出力側のフィルタ回路の小形化や低騒音化が可 

能である。

＜ ＞(キ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

パワーモジュールの特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) で

ある。

＜ ＞(ク)の解答群

① パワーモジュールは、ダイオード、トランジスタ、サイリスタなどの各種の電力

制御用半導体素子に、駆動回路、自己保護回路、自己診断回路、冷却回路などを組

み込んでパッケージングした高機能デバイスの総称である。

② トランジスタモジュールは、通信装置用ＵＰＳだけでなく、高周波電源装置、高

電圧インバータなど、各種の電力応用機器に幅広く用いられている。

③ ＭＯＳＦＥＴモジュールは、ＰＷＭのキャリア周波数を数十kＨz帯まで上げるこ

とによって、トランジスタモジュールと比較して、低騒音化を実現している。

④ ＩＧＢＴモジュールは、高速動作、高耐圧、大容量など、チップ自体の性能の向

上により、幅広く用いられている。

⑤ ＩＰＭ(Intelligent Power Module)は、ＩＧＢＴモジュールなどでは外付けされ

ている駆動回路や保護回路を、装置の使用条件に応じて内蔵することにより、電力

損失の減少並びに短絡保護の保証を同時に実現している。
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問４ 受電設備の装置概要及び設備設計に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、三相変圧器の概要について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

一つの鉄心に三相分の巻線を施した三相変圧器には、 (ア) と (イ) がある。

(ア) の場合、鉄心脚部を通る三つの磁束は、電源電圧が対称三相電圧であれば、平衡し

た三相磁束となり、磁束の共通の帰路を省略することができるため、 (ウ) が少なくなる。

(イ) の場合、一般に、中央脚部の巻線は、他の脚部の巻線と起磁力が逆になるように巻

かれる。これにより、継鉄部分を通る磁束は、主磁束の (エ) 倍となる。

＜ ＞(ア)～(エ)の解答群

① モールド形 ② 外鉄形 ③ 内鉄形 ④ 油入式

⑤ 銅 損 ⑥ 鉄 損 ⑦ 漂遊負荷損 ⑧ 励磁電流

⑨ 誘導起電力 ⑩ 乾 式 ⑪ ガス絶縁形 ⑫ 単巻式
１ １

⑬ ⑭ ⑮ ２ ⑯ ３
３ ２

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

三相変圧器の特徴について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

＜ ＞(オ)の解答群

① 三相変圧器の巻線の結線方法には、△結線と結線とがある。△結線では相電流を

小さくすることができ、結線では相電圧を小さくすることができる。必要な電圧、

電流、容量などに応じて、また、用途、接地方式などに応じて、一次側及び二次側の

結線方法を決めている。

② △結線の場合、各相の第３次調波は、同相であるため、△回路内を循環して打ち消

しあい、線電流には現れない。

③ △－△結線の場合、三相のうち一相だけが故障した場合、残りの健全な二相を使っ

てＶ－Ｖ結線に変更すれば、変成できる電力容量は減少するが、電力供給を継続する

ことができる。

④ 高圧の配電用三相変圧器の結線方法は、一般に、定格容量が、５０ kＶＡ 以下の 

場合は－結線、５０ kＶＡ 超５００ kＶＡ 以下の場合は－△結線、５００   

kＶＡ 超１,０００ kＶＡ 以下の場合は－△結線又は△－△結線とする。   
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(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

三相変圧器の結線方法における特徴について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ △－△結線の場合、中性点接地はできないが、励磁電流の第３×ｎ次調波成分が変圧器内

を環流するため、誘導起電力に第３×ｎ次調波成分を含まず、出力電圧・電流波形にひずみ

が少ない。

Ｂ －結線の場合、一次、二次とも中性点接地が可能で、各巻線にかかる電圧が使用電圧
１

(線間電圧)の 倍になり、絶縁レベルを低く設定することができる。
２

Ｃ －△結線の場合、各相の変圧比又はインピーダンスに多少の差異があっても、△結線の

部分の循環電流は小さい。

＜ ＞(カ)の解答群

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

高圧進相コンデンサの保護方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(キ) である。

<(キ)の解答群>

① 高圧進相コンデンサは、完全密閉構造で信頼性の高い静止機器であり、劣化が進む

と遅れ無効電流が増加するが、周辺機器に重大な影響を及ぼすことはない。

② ＰＦ保護方式とは、高圧進相コンデンサの内部素子が短絡故障に至った瞬間に、短

絡電流を高圧遮断器により遮断し、故障したコンデンサを回路から切り離す保護方式

である。

③ 高圧進相コンデンサの故障に結びつく劣化を比較的初期の段階で検知する方法とし

て、コンデンサの内圧上昇を検出する方法、内圧上昇に伴う容器の変形を検出する方

法などがある。

④ 高圧進相コンデンサを保護する高圧限流ヒューズは、通過電流によるジュール熱で

自ら溶断して回路を遮断することによってコンデンサを保護する。この場合の動作は、

限時動作といわれる。
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(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

力率改善及び高調波抑制のために、高圧進相コンデンサとリアクタンス６ ％ の直列リア 

   クトルを高圧受電回路に接続したい。回路電圧を６,６００ Ｖ 、定格設備容量を４００ kvar

とした場合、導入する高圧進相コンデンサの最低限必要な定格電圧及び定格容量は、それぞれ

(ク) である。ただし、定格電圧は１位、定格容量は小数第１位の数字をそれぞれ四捨五

入した値とする。

<(ク)の解答群>

       ① ６,９００ Ｖ 及び４１８ kvar ② ６,９００ Ｖ 及び４２６ kvar

       ③ ７,０２０ Ｖ 及び４１８ kvar ④ ７,０２０ Ｖ 及び４２６ kvar
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問５ 通信用電源設備における設備設計に関する次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、雷サージの発生と雷害対策について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同

じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

雷サージは、主として、 (ア) 雷と (イ) 雷によって発生する。 (ア) 雷は、

建築物の避雷針やアンテナ、配電線、通信線などへの落雷により雷サージを発生させるもので

あり、 (イ) 雷は、建築物などの近傍への落雷に伴い、電磁的結合により雷サージを発生

させるものである。

建築物などを雷サージから防護する雷保護システムには、外部雷保護システムと内部雷保護

システムがある。外部雷保護システムは、建築物などの外部において、雷サージが建築物の内

部へ侵入するのを防ぐための方法であり、雷撃を受けるための (ウ) 部システム、雷電流

を大地へ流し拡散させるための (エ) システム、及び雷電流を (ウ) 部システムから

(エ) システムへ流すための引下げ導線システムで構成される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 通 電 ② 直 撃 ③ 逆 流 ④ 夏 季

⑤ 側 撃 ⑥ 転 倒 ⑦ 誘 導 ⑧ 冬 季

⑨ 放 電 ⑩ 接 地 ⑪ 地 絡 ⑫ 絶 縁

⑬ 受 電 ⑭ 前 線 ⑮ 受 雷 ⑯ 遮 断
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

通信設備及び機器における雷サージ保護について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ サージ防護デバイス(ＳＰＤ)は、過渡的なサージ電圧を制限し、サージ電流を分流して、

通信設備及び機器を雷サージから防護するために用いられる非線形素子である。

Ｂ 通信線と電源線の接地が接続されていない場合、通信機器の内部で、通信線と電源線の接

地点の間をアレスタを介して接続し、雷サージの影響を抑制する回路構成をとることがある。

Ｃ 建築物内の金属製部材と通信設備及び機器の接地端子の間を導体、ＳＰＤなどで接続し、

それらの等電位化を図ることは、通信設備及び機器を雷サージから防護するために有効な方

法である。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 図は、整流装置から通信装置までの配線系統を示したものであり、以下の(ⅰ)～(ⅲ)の文章は、

次に示す条件に基づき、直流回路の配線設計について述べたものである。図中及び文章の

内の(カ)～(ク)に最も適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を

記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (３点×３＝９点)

区間１ 区間２

   Ｌ ＝１０ ｍ Ｌ ＝２０ ｍ１ ２

   Ｖ ＝０.５ Ｖ Ｖ ＝ (カ) Ｖ１ ２

通信装置

整流装置 負荷Ａ

負荷Ｂ

(凡 例)

 Ｌ ：区間１の片道配線長 ｍ１

 Ｌ ：区間２の片道配線長 ｍ２

 蓄電池 Ｖ ：区間１の許容電圧降下 Ｖ１

 Ｖ ：区間２の許容電圧降下 Ｖ２

(条 件)

 ⓐ 整流装置の定格電圧 ：ＤＣ－４８ Ｖ

 ⓑ 通信装置の負荷Ａの入力許容電圧 ：ＤＣ－４８.０±７.０ Ｖ

 ⓒ 通信装置の負荷Ｂの入力許容電圧 ：ＤＣ－４８.０±６.０ Ｖ

ⓓ 通信装置の負荷Ａの電流 ：２００ Ａ (ＤＣ－４８ Ｖ 時)   

ⓔ 通信装置の負荷Ｂの電流 ：１００ Ａ (ＤＣ－４８ Ｖ 時)   

 ⓕ 蓄電池の直列個数 ：２４ 個

 ⓖ 蓄電池の最低使用電圧 ：１.８５ Ｖ／個

・ ⓗ 配線導体の固有抵抗率 ：０.０１８ Ω ｍｍ ／ｍ２

 ⓘ 整流装置１台当たりの定格電流 ：１００ Ａ

 ⓙ 整流装置の台数 ：４ 台

 ⓚ 整流装置の最大垂下電流 ：定格電流の１０５ ％

ⓛ 負荷Ａ及び負荷Ｂは定電力特性を有する負荷とする。

ⓜ 装置内及び配線ケーブルとの接続点などの電圧降下は無視できるものとする。

ⓝ 配線ケーブルにおける電力損失は無視できるものとする。
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(ⅰ) 図中の区間２の配線ケーブルの算出に用いる許容電圧降下の値は、 (カ) Ｖ である。 

<(カ)の解答群>

① １.８５ ② ２.３５ ③ ２.４０ ④ ３.４０ ⑤ ３.６０

(ⅱ) 図中の区間２の配線ケーブルの最大通過電流の値は、約 (キ) Ａ である。ただし、通 

信装置は、定電力負荷であるものとする。

<(キ)の解答群>

① ２６２ ② ２６７ ③ ３００ ④ ３４３ ⑤ ３５２

(ⅲ) 図中の区間１の配線ケーブルの最低所要断面積は、約 (ク) ｍｍ である。 ２

<(ク)の解答群>

① ７６ ② １４４ ③ １５２ ④ ２８８ ⑤ ３０３



 
 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。なお、試験問題では、R 及び TM を 

明記していません。 

 

(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 

(3) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。 

 

 

    

(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 

(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、常用漢字 

以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) ・輻輳(ふくそう)  

          ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 

(6) バイトは、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の８桁、８ビットです。 

 

(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般に、使われる 

頻度が高いバイトを用いています。 

 

(8) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 

(9) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤りだけで誤り 

     文とするような出題はしておりません。 

 

  

新図記号 旧図記号


